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３．地域福祉に関する地区懇談会 

(１) 各地域での懇談会の実施 

かつらぎ町地域福祉計画の策定にあたり、住⺠から直接生の声を伺うとともに、地域福祉

の担い⼿となる住⺠⾃⾝が、いま自分たちの住んでいる地域について語り合い、発表・共有

し合うことで、かつらぎ町の地域福祉に参加していくきっかけとするために、地区懇談会を

実施しました。 

地区懇談会は、各公⺠館単位の地域で１回ずつ開催しました。５〜10名程度のグループに

分かれ、自分たちの住む地域のいいところ（⻑所）と改善したいところ（課題）を語り合い、

5 年後の理想の姿を描きました。そして、5 年後の理想の姿を実現するため、自分たちの地域

でできそうなこと（住⺠による主体的な取り組み）、行政の取り組み、共に考えること（協働

すること）を検討しました。 

住⺠と役場・社会福祉協議会の職員が率直な意見を交わし合い、「互助」・「共助」・「公助」

のための関係づくりの場にもなりました。 

 

地区名 日時 場所 参加住⺠数 

花園地区 令和６年 10 月 ８日 19：00〜20：30 花園公⺠館  7 名 

志賀地区 令和６年 10 月 16 日 19：00〜20：40 志賀公⺠館  9 名 

新城地区 令和６年 10 月 18 日 19：00〜20：30 新城公⺠館 19 名 

大谷地区 令和６年 10 月 22 日 19：00〜20：30 ⼤⾕公⺠館 17 名 

見好地区 令和６年 10 月 24 日 19：00〜20：25 ⾒好公⺠館 25 名 

三谷地区 令和６年 11 月 ６日 19：00〜20：30 三⾕公⺠館 39 名 

四邑地区 令和６年 11 月 ８日 19：00〜20：30 四⾢公⺠館 15 名 

笠田地区 令和６年 11 月 13 日 19：00〜20：30 笠田公⺠館 30 名 

妙寺地区 令和６年 11 月 15 日 19：00〜20：30 妙寺公⺠館 63 名 

天野地区 令和６年 12 月 18 日 19：30〜20：30 天野公⺠館 19 名 

四郷地区 令和７年 １月 22 日 19：00〜20：00 四郷公⺠館 30 名 
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(２) 地域ごとの主な意見 

花園地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志賀地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年に一人から二人で構わないか

ら、若い世代に移住してきてほし

い！ 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

３０代の人に来てほし

い。 

御田舞は郷土の古典

芸能として誇れるが、

将来の担い手が心配

だ。 

木を活かしてほしい。 

 

 

ちょっとしたことをお

互いに手伝うように

する。 

 

 

飲 食 で き る 場 を 作

る。「おとな食堂」。 

 

気軽に集まれる場所

を作る。 

 

○行政の取組 ○共に考えること 

気軽に集まって、住⺠同⼠で話し

合える場を作れたらいいね。 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

現状を維持したい。

健康、車の運転など。 

若 い 人 が 一 人 で も

SNSで地域の情報を

発信できるように。 

企業を誘致する。大

学のキャンパスやコ

ンビニ、ショッピング

モールなども。 

猪の駆除。 

パワースポットマップ

や写真映えスポット

を作る。 

農作物の売り込み、

ブランド化。 

農業法人を活性化さ

せる。 

神社の観光地化を図

る。 

○行政の取組 ○共に考えること 
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新城地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大谷地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通の便は良くなってほしいけ

ど、通過されるだけだと困る。何

とかしたいね。 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

新城 BASE やおとな

食堂などが続いてい

てほしい。 

耕作放棄地を何とか

して、田畑を現状維

持する。 

都市部への PR 田畑や空き家対策に

補助をしてほしい。 

鹿、猪の駆除に取り

組んでほしい。 

地域の様々なノウハ

ウを次の世代に伝え

たい。 

米を宣伝したい。 

人が通過するだけで

なく、とどまる地域に

する。 

外出支援を地域みん

なで協力したい。 

○行政の取組 ○共に考えること 

地元愛を育みたい。それによって

問題を解決していきたい。 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

シニア世代も若い人

も活躍できる場を作

りたい。 

生きがいある農業地

域にしたい。 

買い物難民を解消す

る。 

住宅取得を支援する

制度を作る。 

公民館活動を大事に

する。シニア世代と若

者世代との交流。 

得意分野を生かして

いろいろなサークル

をつくる。 

空き家を無料で貸す

など活用する。 

カフェの情報を発信

するなど、PR 活動を

積極的に行う。 

○行政の取組 ○共に考えること 
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見好地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三谷地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団塊の世代がほとんど。高齢化す

る住⺠の情報を地域が持っている

ようにしたい。 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

若い人が来てくれて

子どもの声が聞こえ

る活気のあるまちに

なっていてほしい。 

一次産業の活発化。

農業の法人化を実現

したい。 

道路の整備、住居の

提供、土地の提供、公

園 の 整 備 な ど を す

る。 

農業のブランド化、販

売網の構築をする。 

リフォームなどの空

き家対策で地域に若

い人に来てもらう。 

イベント等交流の場

で年齢を問わずに交

流できる機会を増や

す。 

果物などの特産品を

使った新しい商品を

開発する。 

情報の発信 

○行政の取組 ○共に考えること 

取りあえず現状を維持したいけれ

ど、変える方法を話し合うのが大

事だね。 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

空き家を活用して移

住 者 を受け入れ た

い。 

道の駅などで農産物

の産直販売を広げた

い。 

ドア・ツー・ドアの交

通手段を確保してほ

しい。 

農業をしたい人に来

てもらうために猪や

害虫を駆除する。 

農業を続ける。 隣近所への声かけを

欠かさない。 

休耕地や山間地を活

用した産業を起こす。 

税金を優遇してスー

パーを誘致する。 

○行政の取組 ○共に考えること 
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四邑地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笠田地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最低限、今の状態を保っていたい。

若い人に増えてもらうには、営農

支援や人材斡旋も必要。 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

少しでも人が増えた

らよい。若い人が増

えてほしい。 

農林業の後継者が増

えてほしい。 

新庁舎にシェアハウ

スを作ってほしい。農

林業体験をしてもら

えるように。 

住むところがない。

町営住宅などがほし

い。 

新顧客を増やして収

入を増やす。ぶどう

栽培など。 

先進地の意見を知る

機会を探す。 

それぞれの地域で特

色を生かした活性化

モデルを考える。 

働く場所を増やす。 

○行政の取組 ○共に考えること 

祭りなどで高齢者と若者のつなが

りを深めたい。 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

子どもたちも高齢者

も社会に関わって元

気で居られるように。 

区民全員が町内会に

加入しているように

したい。災害時のこと

も考えて。 

サロン事業をさらに

充実させてほしい。 

子育て世代が入って

きやすいように、団

地のあり方を考えて

ほしい。 

集いを開くなどして、

おしゃべりする場を

作る。笑いが絶えな

いかつらぎ町に。 

防災意識を高めるこ

とで町内会全員加入

を図る。 

自分たちが年をとっ

たあと畑をどうする

かを考える。 

自治区や町内会の役

員、民生委員のなり

手の対策を考える。 

○行政の取組 ○共に考えること 
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妙寺地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天野地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育所を増やしたり授業料を無料

化したりして、若い世代の定住を

促したいね。 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

子供の笑い声が聞こ

えるまちになってほ

しい。 

高齢 化 が も っ と進

む。若い世代が増え

てほしい。 

デマンドタクシーの停

留所を増やしてほし

い。 

町内会、PTA で地域

貢献活動をした人に

ポイントを与えるなど

してほしい。 

祭りなどの場を活用

して、子供は地域で

守るという意識を高

める。 

高齢者のおしゃべり

の場として集会所を

定期的に開放する。 

地域の中でお金がま

わるように。 

住み良い町の PR を

する。マラソン大会な

どの独自のイベント

も。 

○行政の取組 ○共に考えること 

農機具のレンタルや農業の指導を

するなどして、農業経験を継承し

たい。 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

高齢化で農業の後継

者が少ない。耕作放

棄地が増えてくる。 

天野小学校の復活。

コラボして高齢者の

居場所へ。 

空き家がないため、

移住者のための町営

住宅を用意してほし

い。 

獣害対策をしてほし

い。 

地元の人が、移住者

を受け入れる体制を

継続する。 

一人暮らし高齢者に

対して日常的な声掛

けをする。 

農産物のブランド化

や農業の法人化で農

業の活性化を図る。 

農作物の販売など、

仕事の場づくりや高

齢者の居場所、送迎

を考える。 

○行政の取組 ○共に考えること 



 

45 

 

四郷地区 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

祭りなど良い文化は維持するため

にやり方を変えていく必要があ

る。 

○５年後は…… ○自分たちの地域でできそうなこと 

魅力発信で、移住者 

ゲット！ 

良い文化（伝統）を残

す。古いしきたりを減

らす。 

移住者のために水道

を整備する。 

広報発信する。 

残すべき も の は残

す。切るべきものは

切る。やり方を変え

る。 

地域の役を簡素化す

る。 

生活道路の整備 移動販売や車の乗り

合わせの仕組みを考

える。 

○行政の取組 ○共に考えること 


